
大阪市（大阪市天王寺区役所）と公益社団法人 大阪府建築士会 

 との包括連携協定に関する協定書 

 

大阪市（以下「甲」という。）と公益社団法人 大阪府建築士会（以下「乙」とい

う。）は、包括連携に関する基本事項について、次のとおり協定（以下「本協定」と

いう。）を締結する。 

（目的） 

第１条 本協定は、甲及び乙が相互に連携し、天王寺区内における歴史的建造物等の 

保存及び活用並びに地域の歴史文化を生かした魅力発信に資する取組を推進し、地域 

活性化に寄与することを目的とする。 

（連携事項） 

第２条 甲及び乙は、次の事項について連携し協力するものとする。 

(1) 天王寺区内の歴史的建造物及び近代建築に関する調査、保存及び活用に関する

こと 

(2) 地域の歴史及び建築文化に関する情報発信並びにまちへの誇り愛着の醸成に関

すること 

(3) 歴史的資源を活用したにぎわいづくり及びまちづくりへの貢献に関すること  

(4) その他目的達成のため必要な事項に関すること 

 

（守秘義務） 

第３条 甲及び乙は、本協定に基づく連携・協力において、相手方から開示または知 

り得た未公表の研究データ、非公開の事業遂行情報、個人情報等の秘密事項につい

て、本協定の有効期間中及び有効期間終了後を問わず、第三者に対して開示し、又

は漏洩してはならない。ただし、事前に相手方の承諾を得た場合はこの限りではな

い。 

 

（有効期間） 

第４条 本協定の有効期間は、締結の日から令和９年３月31日とする。なお、期間満

了の１か月前までに、甲及び乙のいずれかが書面をもって協定終了の意思表示しな

いときは、満了日の翌日から１年間継続するものとし、その後も同様とする。 

 

（その他） 

第５条 本協定に定めのない事項については、甲及び乙が協議して別途定めるもの 

とする。 



２ 本協定に定める事項に関し疑義等が生じたときは、甲及び乙が誠意をもって協

議し、解決を図るものとする。 

 

本協定の成立を証するため、本書２通を作成し、甲及び乙が記名押印の上、各自１

通を保有する。 

 

令和８年 10 月 14 日 

 

    （甲）大阪市天王寺区真法院町20番33号 

                          大阪市協定締結担当者 

 天王寺区長  末村 祐子  印 

 

 

       （乙）大阪市中央区谷町３丁目１番17号 

  高田屋大手前ビル５F 

   公益社団法人 大阪府建築士会 

 会長 上田 茂久  印 

 

 


